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１．はじめに 

2020 年で長崎市に原子爆弾が投下されて，75 年を迎えた．村

上（2018）は，日本各地で戦争の記憶を次世代にどう伝えていくか

という教育課題が生じていると述べている．  

一方，VR 等を活用した平和学習において，瀬戸崎ら（2019）は，

現実空間における学習活動と，バーチャル環境とを相互に接続さ

せ，より実感を高めた疑似体験を提供すべく，タンジブル（Ishii et 

al.1997）機能を有する没入型平和学習用 VR 教材を開発した．こ

の教材は，テーブル上に建物模型を使って街並みを再現した後，

バーチャル環境を歩き回りながら自由に探索できるものである．さ

らに，瀬戸崎ら（2020）は，大学生を対象としたインタフェース評価

によって，バーチャル環境における追加すべき事項や，機能拡張

の観点を示した． 

そこで，本研究では原爆投下前の城山地区を再現すべく，当時

の資料や関連書籍を使って調査した．また，調査した内容をもとに，

当時の人々の生活の様子をバーチャル環境に実装した．さらに，

本教材の有用性と課題について評価することを目的とした． 

 

2．被爆前の長崎城山地区の再現 

 当時の写真や被爆直前の資料をまとめた書籍（布袋 2020）に加

えて，その書籍の著者による講話等から情報を収集し，バーチャ

ル環境構築の参考資料とした．再現した街並みの３Ⅾモデルの一

部を図1 に示す．家屋の配水管や植物などの詳細に加えて，商店

や公民館などの建物を作成した．また，子供たちの声や生活音・

環境音を追加することで，視覚情報だけではなく聴覚情報を提示

した．さらに，３Ⅾモデル（ディテールアップ版）への転換機能を実

装した．バーチャル環境には，テーブル上に配置した建物模型と

同じ白色の３Ⅾモデルが配置される．学習者は，両手に持ってい

るコントローラの先端に表示された球体を接触させることによって，

ディテールアップ版に切り替えることができる． 

 

 

 

 

 

 

 

 

3．評価方法 

本研究では，大学４年生９名を対象に評価した．学習者らは，提

示された資料を手がかりとして，建物模型をテーブル上に配置し

た．バーチャル環境には，テーブル上の建物模型の配置と連動し

た原爆投下前の城山地区が再現される．学習者は HMD（Head 

Mounted Display）を装着することで，城山地区の街並みを探索的

に学習した．以上の活動を終えた後に，学習者らを対象としたアン

ケート調査を実施した． 

アンケートの質問項目は，「教材を使った活動全般について（６

問）」，「建物模型を配置する活動について（４問）」，「バーチャル

環境での活動について（６問）」の全16 項目であった．各質問項目

に対して「とてもそう思う」，「ややそう思う」，「あまりそう思わない」，

「全くそう思わない」の４件法による回答を得た．得られた回答を肯

定回答と否定回答に分類し、直接確率計算（両側検定）によって分

析した．さらに，「建物模型を配置する活動」，「バーチャル環境で

の活動」，「ディテールアップ版への切り替え」に関する良かった点

や改善点，感想に加えて，「本教材全般に関する改善点」につい

て，自由記述で得られた回答をカテゴリーに分類した．  

 

4．結果・考察 

 ４件法によるアンケートの結果，「教材を使った活動全般につい

て」に関する４つの質問項目において，肯定的な回答が有意に多

かった．特に，「集中して活動した」の質問項目では，すべての学

習者が「とてもそう思う」と回答した．また，バーチャル環境におけ

る「街の雰囲気を身近に感じることができた」という質問項目に対し

て，すべての学習者が「とてもそう思う」と回答した．したがって，本

教材は学習者の活動意欲を高めることが示唆された．また，バー

チャル環境での活動において学習者が親近感を持つ可能性が示

された． 

 一方，「建物模型を配置する活動について（４問）」に関するすべ

ての項目において，肯定回答と否定回答の数に有意な偏りがなか

った．自由記述の中で「ただ地図を見て置くだけのように感じてし

まった」，「配置するだけでパズル感覚といった印象」などの回答

が得られた．したがって，学習者らが当時の生活の様子をイメージ

することなく，模型配置に取り組んだことが想定される．今後の課

題として，模型配置時の資料提示において，学習者に当時の生活

等を想起させる工夫が必要である． 

 

5．まとめ 

 本研究では原爆投下前の城山地区を再現すべく，関連書籍の調

査をもとに，当時の人々の生活の様子をバーチャル環境に実装し，

本教材の有用性と課題について評価した． 

 評価の結果，本教材は学習者の活動意欲を高めることが示され

た．また，バーチャル環境での活動において学習者が親近感を持

つ可能性が示された．一方，今後の課題として，模型配置時の資

料提示における検討の余地が示された．  
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図１ 被爆前の城山地区の３D モデル 


